
１　学年・単元名　　第６学年　自分の感じたことを、朗読で表現しよう
『やまなし』（読むこと）
２　単元の目標

　宮沢賢治の生き方や考え方を知り，「やまなし」に込められた思いを読みとるとともに，宮沢賢治の比喩や反復などの表現の工夫や対比をとらえ，伝えたいことを読み取り，自分の考えをまとめて朗読で表現することができる。
３　本時の目標

どうして「やまなし」という題名にしたか話し合うことを通じて，作者が伝えたいことを読み取り，作者が「やまなし」に込めた思いと自分の考えを区別して書くことができる。


４　本時の展開　　　太字：つまずきに対する手立て
	
	学習活動・主な発問
	指導上の留意点
	評価と評価方法

	導　入
	○これまでの学習を振り返り，「五月」と「十二月」の情景やかにの親子の様子を想起する。
○「五月」と「十二月」の場面が対比していることを確認する。





○学習のめあてをつかむ。


	○対比を確認することで，「五月」と「十二月」両方の場面に目を向けさせる。
	

	展　　　開
	○作者が伝えたかったことを，題名から考えて交流する。

(個人→グループ→全体)


・上から落ちてくるものに対して，恐怖や不安を抱えていたかにの親子に，「やまなし」は，安心や生きる希望を与えたからです。
・「五月」は，妹トシの死や災害などのつらい現実の世界で，「十二月」は，理想の世界を表すことで，苦しみの中にも楽しみがあることを伝えているからです。

	○前時で学習した「やまなし」の役割を想起させ，作品に込められた思いを考えさせる。
○作者の生き方や考え方について触れることで，作者の思いを読み取らせる。



	○「やまなし」に込められた思いについて，自分の考えとその根拠を書くことができる。

（ワークシート）




	
	○ワークシートにキーワードを使い，200字以内でまとめを書く。

○「十二月」で，やまなしが登場する前後を朗読することによって，作品の世界にひたる。

	

○ペアで朗読させる。
	○作者が「やまなし」に込めた思いと自分の考えを区別して書くことができる。

（ワークシート）



	まとめ
	○本時のまとめをする。



	
	


５　準備物
　　ワークシート，挿絵（掲示用），既習の掲示物
児童に見られるつまずき


　登場人物の相互関係や心情、場面についての変化を読み、本や文章を読んで考えたことについて、自分の考えを広げたり深めたりすることができない


つまずき解消に向けた指導のポイント


　作者が伝えたかったことを，題名から考えて交流する活動を通して、登場人物の相互関係や心情、場面の変化とも関連付けて自分の考えを広げたり深めたりできるようにする





指導事例集ｐ．８３





資料：板書





ワークシート





「五月」


・恐怖の五月


・怖いかわせみ


・暗い世界





「十二月」


・安全な十二月


・希望のやまなし


・明るい世界





「五月」と「十二月」を比べながら，


宮沢賢治が「やまなし」で伝えたかったことを考えよう。





なぜ、作者は題名を（十二月だけに登場する）「やまなし」にしたのでしょうか。そして，作者が作品に込めた思いについて考えましょう。





＜書く活動＞


練り合いにつなげるために，根拠と理由を明確にした自分の考えを書かせ，視覚化させる。





Cへの手だて


題名を「かわせみ」じゃなくて，「やまなし」にした作者の思いを考えさせる。





ワークシート⑨





「やまなし」に込められた作者の思いを読み取り、感じたことを「宮沢賢治」と「やまなし」というキーワードを使って，200字以内でまとめて書きましょう。





＜書く活動＞


練り合いで深まった考えをまとめやすくするために，キーワードを使って、「やまなし」に込められた作者の思いと読み取って感じた自分の考えを書かせる。





ワークシート⑨





・「五月」では，かわせみがかにの親子に恐怖や不安を与え，「十二月」で，やまなしが登場することによってかにの親子に希望や安心感を与えました。宮沢賢治は，苦しみの中にも楽しみがあることが伝えようとしていると思います。これから勉強や運動でうまくいかないことがあっても前向きに努力していきたいです。


・やまなしは，かにの親子に安心を与える一つの希望だと思います。題名「やまなし」には，生きるということは，苦しいことだけではなく楽しみもあり，希望をもって生きていくことが大切だという宮沢賢治の思いが込められていると思います。私は，やまなしのように希望を与える人になりたいと思いました。








